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市の開発計画の非現実性がうきぼりに
―多くの市民が反対している現実を直視し、まちづくり計画の抜本的な変更を

　今回は、６月議会で鈴木たくや議員がおこなった一般質問

のうち、羽村駅西口区画整理事業についての内容をお伝えし

ます。

こんなに多い「納得できない」の声

　羽村市は、羽村駅西口の４２ヘクタールという広大な地域

を「まっすぐ道の町並み」に作り変えるという区画整理事業

をすすめています。

　「まっすぐ道の町並み」にするためには、立ち並んでいる

住宅を移動したり、道路用地を確保するために住民が土地を

提供しなければならないため、多くの住民が反対の声をあげ、

ねばりづよい反対運動が取り組まれています。

　羽村市は昨年２月に具体的な設計案（換地設計案）を発表

し、住民から意見を求めたところ、権利者１２４３人のうち

５８０人から意見書が提出されました。そのほとんどが「納

得できない」の声です。権利者のほぼ半数にのぼります。

　納得できない理由は、移転先の「位置」や「間口の形状」

などが不満という声、また、「事業そのものに反対」の声な

ど様々です。

　現在、羽村市は設計案の変更作業をおこなっており、でき

るだけ意見書の内容を反映するよう設計案をつくり直し、事

業への合意を進めたいとしています。

一画を歩いて詳しく調査

　鈴木議員は、区画整理予定地の一画を訪問して、具体的に

どういう声があるのかを聞いてきました。

　市の設計図では図２のような街区への移転を示された１６

軒のうち、１３人にお話を聞くことが出来ました。

　その意見をおおまかに分類すると、下表のようになります。

○１３人のうち西口開発に賛成の人は５人。反対の人は７人

でした。

○意見書を提出したのは、４名の方でした。反対でも意見書

を提出していない方が３人いました。

○賛成の５人のうち４人は「条件つき賛成」で、「今のまま

の設計図だったらいい」けれども、「設計図がかわってしま

ったら賛成するかどうかはわからない」という方でした。

○一方、反対７人のうち６人は「強く反対」の方で、「減歩

も精算金も納得できない」「そもそもこの開発はやるべきで

ない」などの意見をお持ちで、「設計図がどうかわっても、

賛成に変わることはあまりない」という方でした。

議場での質疑。市の計画の非現実性を

指摘

　鈴木議員は、こうした調査結果をふまえ、質問をおこない

ました。（発言は内容を変えないよう若干変更してあります）

鈴木

　今、換地（設計案）を見直していますでしょう。そうする

と、これまで賛成だった方が「前の方がよかった」というこ

とで反対に転じる方、きっと多いんでしょうね。

　同時に、意見書を出した方でも、強く反対だから、こっち

をこっちに移したとしても、「まだ反対」という方が多いん

でしょうね。

　そうしますと、１億円ぐらいかけて（設計図を）修正して

いるんだけれども、納得できない人が減るどころか、逆に増

えちゃうかも知れません。あるいはほとんど減らないかも知

れません。その時はどうするんですか？

都市整備部参事

　ご意見、ご要望が少なくなるように現在その修正をおこな

っておりますので、そういう納得できない方が少なくなるよ

うな、そういう形の努力を現在しております。

鈴木

　私は、どんなにお金をかけても、これ減らないんじゃない

かと危惧しているわけです。

　だとしたら、どこに間違いがあったのかと考えれば、やっ

ぱり出発点にあったんですよ。このエリアを区画整理でやろ

うと思ったことがちょっと無理があってね、それが非現実的

であったということですよ。この辺で気がついて引き返して

くれないかと強く思うわけです。

　市の案ですと平成３３年に完了するという話ですけれども、

とてもじゃないがそんなことじゃ終わらない。これからずう

っと、市と住民がにらみ合って、歩道も道もなかなか整備が

すすまない。虫食いのように区画整理を進めたところがある

だけで、街全体としては全然統一がとれていないね、という

ことになってくるんだろうと思います。

　稲城市では区画整理を中止しました。それはアンケートで

半数以上が中止を求めたからですね。「このままやっても町

づくりはできない、お金もかかりすぎる」ということで。

　羽村市も調査をやって、クールにリアルに分析をして、こ

のまま行くのか、やめるのかと考える必要があると思うんで

す。

副市長

聞かせていただきましたけれども、多分に仮定の話が多いん

です。今おこなっている作業を進めさせていただきたい。

アンケートへのご協力ありがとうご

ざいます。市政・国政へとどけ、よ

りよい政治の実現のため頑張ります
　

　　　　　　日本共産党羽村市議団

　たくさんの皆さんにアンケートへご協力いただき、あ

りがとうございます。一つ一つのみなさんの声が、私た

ちへの期待や願い、また、「もっと頑張れ」の声である

と受け止めております。しっかりとこの声を政治へとど

け、よりよい市政・国政を実現できるよう、ひきつづき

頑張ります。また、具体的なご提案については、対市交

渉などにとりくんでいきます。

日本共産党羽村市委員会は、羽村市議団の活動について報道しました。

★無料法律相談のお知らせ

９月８日(火)午前１０時からです。

事前に予約が必要です。お気軽にご連絡くだ

さい。

・中原まさゆき　５５４－１１６３

・市川英子　　　５５４－１１４０

・鈴木たくや　　０８０－１０５８－９４５０

羽村駅西口

区画整理

★アンケートの結果は共産党羽村市議団の

ホームページに掲載予定です。ぜひこちら

もご覧下さい。

http://www.jcphamura.org
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＜大見出し＞
羽村駅西口区画整理事業は非現実的な計画であること
が明らかでは？
多くの市民が反対している現実を直視し、まちづくり
計画の抜本的な変更を

＜リード＞
　今回は、６月議会で鈴木たくや議員がおこなった一
般質問のうち、羽村駅西口区画整理事業についての内
容をお伝えします。

＜こんなに多い「納得できない」の声＞
　羽村市は、羽村駅西口の●●ヘクタールという広大
な土地を、まっすぐ道の町並みに作り変えるという区
画整理事業をすすめています。
　この区画整理事業には多くの住民が反対の声をあげ
、ねばりづよい反対運動が取り組まれています。
　羽村市は昨年●月に具体的な設計図（換地設計案）
を発表し、住民からの意見を求めたところ、権利者約
１２００人のうち５８０人から意見書が提出されまし
た。そのほとんどが「納得できない」の声です。
　その声のうちわけは、移転先の「位置」や「間口の
形状」などが納得できないという声、また、事業その
ものに反対との声など様々です。羽村市は現在、この
意見を極力くみ取って、事業への合意がとれるように
と設計図の変更作業をおこなっています。

　図１は、鈴木議員が議会で示した「西口区画整理　
市の設計図に納得していない人イメージマップ」です
。市の設計図が納得できないと意見書を提出した５８
０人というのはどのくらいの人数なのかを直感的に理
解しようと作成したものです。（実際は、１軒のお宅
に権利者が複数名いるなどのケースが考えられるため
、４８０軒に色を塗りました。）
　注意していただきたいのは、これはあくまでもイメ
ージ図であるということです。というのは、意見書を
提出したのが誰なのかは、個人情報であるために公開
されていないからです。ただし、出された意見書の内
容は開発予定地域のどこでもありえる内容ですので、
平均的に色が塗られており、その数は現実を反映して
いるものです。いかに反対の人が多いか直感的にご理
解いただけると思います。

＜一画を歩いて詳しく調査＞

　さらに鈴木議員は、より具体的に考えるために、開
発地域のある一角のお宅を訪問して、区画整理事業に
たいするご意見を聞いてきました。それが図２です。
市の設計図にある１６軒を訪問し、１３人にお話を聞
くことが出来ましたが、そのうち、意見書を出したの
は４人でした（塗りつぶしたところ）。もうすこし詳
しく内容をみると、表１のようになります。１３人の
うち西口開発に賛成の人は５人。反対の人は７人でし
た。また、賛成の５人のうち４人は「条件つき賛成」
で、「今のままの設計図だったらいい」けれども、「
設計図がかわってしまったら賛成するかどうかはわか
らない」という方でした。一方、反対７人のうち６人
は「強く反対」の方で、「そもそもこの開発はやるべ
きでない」などの意見をお持ちで、「設計図がどうか
わっても、賛成に変わることはあまりない」という方
でした。

＜議場での質疑。まともに答えられない羽村市＞
　鈴木議員は、こうした調査結果をふまえ、質問をお
こないました。（発言は内容を変えないよう若干変更
してあります）

鈴木
今、換地（設計図）を見直していますでしょう。そう
すると、これまで賛成だった方が「前の方がよかった
」ということで反対に転じる方、きっと多いんでしょ
うね。同時に、意見書を出した方でも、強く反対だか
ら、こっちをこっちに移したとしても、「まだ反対」
という方が多いんでしょうね。そうしますと、１億円
ぐらいかけて修正しているんだけれども、赤が減るど
ころか、逆に増えちゃうかも知れません。あるいはほ
とんど減らないかも知れません。その時はどうするん
ですか？
都市整備部参事
ご意見、ご要望が少なくなるように現在その修正をお
こなっておりますので、そういう赤色が少なくなるよ
うな、そういう形の努力を現在しております。
鈴木
私は、どんなにお金をかけても、これ減らないんじゃ
ないかと危惧しているわけです。だとしたら、どこに
間違いがあったのかと考えれば、やっぱり出発点にあ
ったんですよ。このエリアを区画整理でやろうと思っ
たことがちょっと無理があってね、それが非現実的で
あったということですよ。この辺で気がついて引き返
してくれないかと強く思うわけです。
　市の案ですと平成３３年に完了するという話ですけ
れども、とてもじゃないがそんなことじゃ終わらない
。これからずうっと、市と住民がにらみ合って、歩道
も道もなかなか整備がすすまない。やっても虫食いの
ように区画整理を進めたところがあるだけで、街全体
としては全然統一がとれていないね、ということにな
ってくるんだろうと思います。
　稲城市では区画整理を中止しました。それはアンケ
ートで半数以上が中止を求めたからですね。「このま
まやっても町はできない、お金もかかりすぎる」とい
うことで。
　羽村市も、調査をやってみて、クールにリアルに分
析をして、このまま行くのか、やめるのかと考える必
要があると思うんですが。
副市長
聞かせていただきましたけれども、多分に仮定の話が
多いんです。今おこなっている作業を進めさせていた
だきたい。
鈴木
　実はこういう地図もあるんです。これは３００軒マ
ークしたんです。３００軒というのは、どんなことが
あっても西口区画整理には賛成しないという申し入れ
書を市に出しているんですね。だから、何億円かけて
やっても、これ以下に減らないんです、反対の声は。

＜囲み＞
３５５億円をかけておこなおうとしている羽村駅西口
区画整理は住民いじめ、むだ遣いの計画であることが
今回の質問でもうきぼりになったと思います。ひき続
き市をきびしく追及し、計画の抜本的見直しにむけて
がんばりたいと思います。
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３５５億円をかけておこなおうとしている羽村駅西口

区画整理は住民に理解されず、このまますすめても一

向にまちづくりは進まないことがうきぼりになったと

思います。

　ひき続き市をきびしく追及し、合意を前提としたま

ちづくり計画へと抜本的に見直しさせるようがんばり

ます。

日本共産党羽村市議団

賛否 意見書提出 詳細

条件つき賛成　４

その他　　　　　　１

条件つき反対　１

強く反対　　　　６

どちらとも　１

賛成　　５

反対　７

０

４

０

図２　住民からの聞き取り調査

図１　市の設計図にたいする意見
１６軒中１３軒か

ら意見を聴取。

意見書提出

５８０人

意見書

提出せず

６６３人

意見書の内容（トップ３）

①位置について　１９２人

「南向きにして欲しい」など

②間口形状について　１５６人

「縦長の土地は困る」など

③補償について　９２人

「補償金は全額市が負担を」など


